
八幡浜地区 流通構造改革拠点漁港整備事業の概要 

 

 

１．趣  旨 

 

 消費者に信頼される安全で安心な水産物を供給するため、流通拠点機能の強化と

水産物の衛生管理を実現し、産地の競争力の強化とブランド化を図るものである。 

 

 

２．事業内容 

 

 八幡浜漁港において、ソフト施策と連携しつつ、生産・流通の効率化、品質・衛

生管理の高度化等に資する施設整備を実施。 

 

○ 水産物の流通の効率化と合理化を促進し、産地の競争力の強化に努める。 

 

○  高度な衛生管理が出来る荷さばき所等を整備し、高品質かつ安心・安全な水

産物の供給を図り、併せて産地のブランド化に努める。 

 

○ 荷さばき施設内に見学通路等を整備するほか、観光魚市場と連携し、地域の活

性化と水産物の消費拡大を図る。 

 

 

 ○事業期間：Ｈ２０～Ｈ２５ 

○事業主体：愛媛県、八幡浜市、八幡浜漁協 

事 業 内 容 ○荷さばき所 

○清浄海水導入施設（取水・殺菌） 

○汚水浄化施設 

○水産鮮度保持施設（製氷・冷蔵施設） 

等 
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【計画の方針】
　消費者に信頼される安全で
安心な水産物の供給、産地
の競争力の強化及び地域の
活性化を図るため、流通拠点
機能の強化と水産物の衛生
管理を実現する。

【計画の内容】
事業期間：Ｈ２０～Ｈ２５
事業主体：愛媛県
　　　　　　　八幡浜市
　　　　　　　八幡浜漁協
事業内容：岸壁
　　　　　　　荷さばき所
　　　　　　　清浄海水導入施設
　　　　　　　（取水・殺菌）
　　　　　　　汚水浄化施設
　　　　　　　水産鮮度保持施設
　　　　　　　（製氷・冷蔵施設）
　　　　　　　　　　　　　　　　　等

【現状と課題】
・八幡浜漁港の水揚げは、漁獲量の減少や産地価格の低迷により、ピーク時に比べ４分の１に減少
し、近年は約１．２万トンで推移しているものの、八幡浜地区の基幹産業は沖合底びき網漁業やまき
網漁業等の水産業であり、依然として流通の拠点を担う西日本有数の水揚げを誇っている。
・老朽化が懸念される荷さばき所について、高度な衛生管理が可能な施設を整備することで、消費者
ニーズである水産物の品質・衛生管理に対応し良質な水産物を安定して供給していくとともに、見学
通路や観光市場機能を付加することで地域の活性化と消費拡大を図る必要がある。

八幡浜地区流通構造改革拠点漁港整備事業（愛媛県）
～第３種八幡浜漁港～
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